
旧
小
中
野
遊
郭
の
新
むつ
旅
館
（
新
陸
奥
楼
）

新むつ旅館正面

解
説　
八
戸
市
小
中
野
町
六
丁
目
、
新
地
と
呼
ば
れ
る
旧
小
中
野
遊
郭
の

新
む
つ
旅
館
（
新
陸
奥
楼
）
は
、
文
化
庁
か
ら
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
、
明
治
三
十
一
年
建
築
の
旧
遊
郭
の
代
表
的
建
造
物
で
あ
る
。
玄

関
は
起
り
屋
根
、
平
入
り
の
切
妻
、
軒
下
に
は
黒
漆
喰
で
家
紋
が
入
る
。
中

に
入
る
と
、
吹
き
抜
け
、
二
手
に
分
か
れ
る
大
き
な
階
段
が
あ
り
、
手
す

り
に
細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
二
階
の
前
座
敷
は
四
十
畳
ほ
ど
で
引
き
付

け
又
宴
会
用
の
部
屋
で
他
に
小
部
屋
が
あ
る
。
階
下
の
ロ
ビ
ー
に
使
わ
れ

て
い
る
所
に
は
、
方
流
れ
の
大
き
な
神
棚
そ
の
隣
に
は
、
酉
の
市
の
縁
起

熊
手
に
飾
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
お
多
福
の
浮
き
彫
り
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

玄
関
前
の
道
は
、
街
道
か
ら
の
引
き
付
け
道
路
で
新
地
大
路
と
呼
ば
れ
た
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
こ
の
大
通
り
に
は
桜
並
木
が
続
き
雪
洞
が
と

も
り
、
車
夫
の
引
く
車
の
音
と
嬌
声
と
三
味
の
音
が
聞
こ
え
た
。
三
十
軒

の
料
理
店
と
三
一
軒
の
遊
郭
。
七
十
名
の
芸
妓
七
三
名
の
娼
妓
が
い
た
。
こ

こ
も
ま
た
大
衆
文
化
の
坩
堝
で
あ
る
。
尚
、
旧
小
中
野
遊
郭
に
つ
い
て
は
、

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
の
紀
要
（
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
）
に
「
八

戸
・
小
中
野
遊
郭
雑
記
―
明
治
三
十
五
年
遊
客
帳
を
中
心
に
」
と
題
し
て

拙
稿
を
ま
と
め
た
。
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